	開催セミナー

	第５８回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2017年11月19日 (日)

　　13:30～16:30
	場　所
	大阪市総合生涯学習センター　第2研修室


	講　演　者

	ミニセミナー：「となりの生物多様性」株式会社地域環境計画　千々岩　哲　氏

	タイトル
	～コンサルタント業から暮らしとの関係を探る～

	内容
	〇生物多様性とは？
　≒その地域の健全な自然
　・遺伝子の多様性
　・種の多様性
　・生態系の多様性
〇なぜ大切か？
　・供給機能
　・調整機能
　・文化機能
〇目指す社会
　・低炭素社会
　・循環型社会
　・自然共生型社会
〇環境アセスメント
　　各種“法”に基づき、
　　　・希少性
　　　・特殊性
　　　・典型性
　　※法規：主：「環境基本法」「生物多様性基本法」等による。
〇世界農業遺産　ex.和歌山のみなべ・田辺の梅システム
〇野生動物保護管理　⇔世界/日本ジオパーク


	
	講演者

	
	京都大学大学院　農学研究科　森林科学専攻　森林生物学研究室　教授　井鷺裕司　氏　

	
	～森林生態系と生物多様性について学ぼう～

	
	〇本会代表の山本さんと高校時代の同級生。
〇絶滅危惧種について
　・日本には、約7,000の種があり、その1/４は絶滅危惧種である。
　・絶滅危惧種とは「100年後に生息するか？」が判断基準。
〇生物多様性について（なぜ必要か）
　・供給サービス
　　-和食には沢山の動植物の種が使われている
　　-欧州では種が少ないのでこだわりがある。Ex.チーズの種類の多さ
　　-熱帯多雨林気候が最も多くの種を育む
・調整サービス
　　-そばと昆虫：そば自身では受粉できない、近くの森林に住む昆虫のお陰である。
　　-セイダカアワダチソウ：増えれば虫も増える
　　-葦の水質浄化力は本当に凄い
　・文化サービス
　　-色（２２５）の構成は、樹木８３、植物１２０、生物１４６から派生している。
　　-エンブレム、家紋への影響

　・３つのレベルの多様性
　　-生態系
　　-種
　　-遺伝子　～マイクロサテライト
　・問題点
　　-遺伝を無視した保護をしない
　　-盗掘
　　-未知なものへの対応
　・でんぷん消化力
　　-犬と狼：狼はでんぷんを消化できない。家畜になった犬は〇。
　　-人はコメ（農業）によって進化した
　・東洋のガラパゴス小笠原
　　-ハザイラキブシ
　　-アカガシラカラスバト
　※おすすめの本：
　　「生態学者が書いたＤＮＡの本」～メンデルの法則から遺伝情報の読み方まで～
井鷺氏　共著　（￥３，４５６～飲み代から考えると安い！）
　　「生命の多様性」エドワード・Ｏ・ウィルソン著　岩波書店
　　「繁栄」～明日を切り拓くための人類10万年史～　マット・リドレー著　早川書房

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


	文責
	堀　比寿


